<Translation>Silvio Gesell, Die Verstaatlichung des Geldes, 1892 by 相田 愼一[訳]
Silvio Gesell, Die Verstaatlichung des Geldes.










































Economic Bulletin of Senshu University













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿は，Silvio Gesell, Die Verstaatlichung des
Geldes. Zweite Fortsetzung zur Reformation im
Münzwesen. Buenos Aires１８９２.の前半部を翻訳し
たものである。
このゲゼルの著書は，『社会国家に架橋するもの
としての貨幣改革』（１８９１年）［『自由経済研究』第
３８号，２０１３年８月号掲載］，『事態の本質―貨幣改
革論の続編』（１８９１年）［『自由経済研究』第３９号，
第４０号に掲載予定］，そして『アルゼンチンの通貨
制度』（１８９３年）とともにアルゼンチン時代のゲゼ
ルの処女作群を構成している点で，ゲゼルの経済
理論，とりわけ貨幣改革論の理解にとってきわめ
て重要な著作になっている。本書を見れば，いわ
ゆる「スタンプ貨幣」論というゲゼルの貨幣改革
論が彼の一貫した主張であったことが明らかにな
るだろう。本稿は，ゲゼルのドイツ語がきわめて
難しいため，けっして完全な訳文になっていると
はいえないけれども，それでもゲゼルの論旨をあ
る程度くみ取った訳文になっていると訳者は考え
て，ここに発表する次第である。
シルビオ・ゲゼル著『貨幣の国営化―貨幣改革のための続編第二部―』（１８９２年）（上）
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